
この製品のポイント

この製品とは

第3者認証機関によるプロセス適合分析
を実施し、最高レベルの安全度水準
（ASIL D）に対して100％の
適合を確認済

自動車向け機能安全規格に適
合したプロセスで、高品質・高信
頼性を実現

モデルベース開発手法による設計、画像
鮮明化、画像幾何学変換処理などの
キー技術を保有。東芝の民生機器開発
で培った多様な技術を応用可能

多様な開発技術基盤を活用

情報系、制御系を問わず、大手車載機
器メーカ様からの受託開発実績あり

豊富な開発事例

先進な車づくりに、安全・安心を提供
車載ソフトウェア開発

自動車向け機能安全規格(ISO 26262)に、適合した開発プロセスと技術力で高品質で安全、安心な車載ソフ
トウェア・エンジニアリングサービスを提供します

・情報系ソフトウェア：カーオーディオ、ヘッドユニット、
ディスプレイオーディオ、カメラ、
音声認識、電子ルームミラー等

・制御系ソフトウェア：電動パワーステアリングなど

Part6. 製品開発 SWレベル

Part4. 製品開発 システムレベル

4-5. システムレベルにおける製品開発の開始

4-6. 技術安全要求の仕様

4-7. システム設計

4-11. 生産に向けたリリース

4-10. 機能安全アセスメント

4-9. 安全妥当性確認

4-8. アイテム統合及びテスト

Part5. 製品開発 HWレベル

5-5. HWレベルにおける製品開発の開始

5-6. HW安全要求の仕様

5-7. HW設計

5-8. HWアーキテクチャメトリックの評価

5-9. ランダムHW故障による安全目標侵害の評価

5-10. HW統合及びテスト

Annex C. HWアーキテクチャメトリック

6-5. SWレベルにおける製品開発の開始

6-6. SW安全要求の仕様

6-7. SWアーキテクチャ設計

6-8. SWユニット設計と実装

6-9. SWユニットテスト

6-10. SW統合及びテスト

6-11. SW安全要求の検証

Annex C.SWコンフィグレーションPart8. 支援プロセス

Part9. ASIL指向及び安全指向の分析

Part2. 機能安全の管理

Part1. 用語集
Part3. コンセプトフェーズ

2-5. 組織レベルの安全管理

2-6. コンセプトフェーズ及び製品開発中の安全管理

2-7. アイテムの生産に向けたリリース後の安全管理

Part10. ガイド

8-5. 分散開発でのインタフェース (DIA)
8-6. 安全要求の仕様及び管理

8-7. 構成管理

8-8. 変更管理

8-9. 検証

8-10. 文書化

8-11. SWツールの使用への信頼

8-12. SWコンポーネントの認定

Part7. 生産及び運用
9-5. ASILテーラリングのための要求の

デコンポジション

9-6. エレメントの共存に関する基準

9-7. 従属故障の分析

9-8. 安全分析

7-5. 生産

7-6. 運用、サービス、及び廃棄

ISO 26262 概要

画像鮮明化技術 画像幾何学変換技術
車載カメラや防犯カメラ画像のゆがみを補正
（魚眼レンズにおける画像補正）

ガンマ補正、フレア低減、ノイズ低減を
複合的に組み合わせることで、画像を
鮮明化

Step2.原理式の立式・設計Step1.制御対象の制定 Step3.モデリング実装

プラントモデルの設計と実装例(ENG.4)
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高信頼性・
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各種車載製品・システム

ソフトウェア開発

ISO26262に適合
した開発プロセス
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